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ふくおか教育月間イメージキャラクター「ミライル」
これからの社会をはばたく子供たちの「翼」をイメージした妖精です



今、急激に変化する時代の中で、学校教育には、一人一人の児童生徒が、自分のよさや可
能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働し
ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手とな
ることができるよう、その資質・能力を育成することが求められています。
学校では、全ての児童生徒が安全で安心して楽しく通える魅力ある環境づくりを行うことを
前提とし、児童生徒の発達や学習を取り巻く個別の教育的ニーズを把握し、集団活動を生か
して、一人一人の可能性を伸ばしていく指導・支援を充実させることが課題となっています。
全国学力・学習状況調査は、一人一人の児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改
善等に役立てるとともに、検証改善サイクルの確立を目的に行われています。また、福岡県で
は福岡県学力・学習状況調査を行うことで、小学校５年生から中学校３年生までの一人一人
の学習状況等を追跡把握し、切れ目のない指導・支援に役立てることも目的としています。
福岡県教育委員会としては、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を育成する取組
だけでなく、それらをよりよく働かせるための粘り強く挑む力、自己有用感や自己効力感、他
者と協働する力などの学びに向かう力、人間性等のいわゆる非認知的能力を育成する取組
も大事にしています。
このような中、本報告書では、調査結果の分析に加え、資質・能力のバランスのよい育成が
図られている学校の取組等を紹介しています。各学校の実態に照らして御活用いただき、児
童生徒の資質・能力の育成につなげていただきますようお願いします。

はじめに

＜ Society 5.0の時代を生きる子供たちに求められる力 ＞
○文章の意味を正確に理解する読解力
○教科等固有の見方・考え方を働かせて自分で考えて表現する力
○対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力
○豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、自己肯定感・自己有用感、他者への思いやり
○対話でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力
○困難を乗り越え、ものごとを成し遂げる力 ○公共の精神 ○体力の向上 ○健康の確保

『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して』令和3年1月中央教育審議会 参考

〇学びに向かう力
⚫学びを調整する力：学習方略・メタ認知 等
⚫粘り強く挑む力：自主性・自制心・勤勉性・忍耐性・持続性 等

〇人間性等
⚫自 己 有 用 感 ：自分にはよいところがある
自 己 効 力 感 ：自分ならできる 等

⚫協 働 す る 力 ：共感性・協調性・貢献性 等

本 県 が 育 成 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力

〇学びに向かう力
⚫学びを調整する力：学習方略・メタ認知 等
⚫粘り強く挑む力：自主性・自制心・勤勉性・忍耐性・持続性 等
〇人間性等
⚫自 己 有 用 感 ・自 己 効 力 感
⚫協 働 す る 力 ：共感性・協調性・貢献性 等

〇知 識 及 び 技 能

〇思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等

市町村（学校組合）教育委員会、
学校管理職、主幹教諭

次年度の経営ビジョン作成・改善のために、育成を目指す
資質・能力のイメージや学校経営の例、成果をあげている
学校の取組例を参照すること

研究主任、
学力向上コーディネーター等

次年度の経営ビジョン作成・改善のためのデータを提供す
るために、調査結果の概要や分析方法、クロス分析の結果
を参照すること

学級担任、教科担任等
自校の取組の改善や効果を向上させるために、成果をあ
げている学校の取組例を参照すること

＜ 本報告書の読み方「これだけは」 ＞



も く じ ※ Ⅱ～Ⅵは、全国学力・学習状況調査に関する概要や結果等

○ 本報告書の活用に向けて
本県が育成を目指す資質・能力

本県が育成を目指す資質・能力Ⅰ 1～2

調査の概要Ⅱ 1～３

調査結果の概要Ⅲ 1～１２

各教科の調査結果Ⅳ 1～１2

質問調査に関する調査結果Ⅴ 1～１３

クロス分析Ⅵ 1～８

令和７年度福岡県学力・学習状況調査Ⅶ 1～２４

資質・能力の育成に成果を上げている
学校の事例紹介Ⅷ 1～１３

結果返却の早期化に伴う工夫事例Ⅸ 1～２

まとめと今後の取組Ⅹ 1～４

令和７年度全国学力・学習状況調査

資料集Ⅺ 1～4
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本年度の成果や課題、学力向上に向けた
今後の取組を整理したい！

学力向上に係る取組を充実させたい！結果返却の
早期化に伴う工夫を知りたい！

教科に関する調査と児童生徒質問調査結果の
関連等を分析したい！

非認知的能力を含めた学びに向かう力、
人間性等の実態を分析したい！

知識及び技能、思考力、判断力、表現力等の
実態を分析したい！

県の学力向上に関する考え方を共通理解
したい！

Ⅰ

調査の概要Ⅱ

調査結果の概要Ⅲ

各教科の調査項目Ⅳ

 質問調査に関する調査結果Ⅴ

クロス分析Ⅵ

資質・能力の育成に成果を上げている

学校の事例紹介
Ⅷ

令和７年度福岡県学力・学習状況調査Ⅶ

まとめと今後の取組Ⅹ

学校経営、学力向上の取組を充実させたい！

本報告書の活用に向けて
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報告書を読む人のそれぞれの立場等によって、下の図を参考に、すべての項目
を読んで全体の内容をつかんだり、必要な項目を重点的に読んだりしてください。
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資料集Ⅺ

本県が育成を目指す資質・能力

Ⅶ

Ⅸ

令和７年度全国学力・学習状況調査

結果返却の早期化に伴う工夫事例Ⅸ

学力向上の取組にすぐに活用できる情報を
手に入れたい！
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研究主任 教諭等
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